
聖霊降臨後第２３主日特祷（特定 25）  

 

全能の神よ、み子イエス・キリストは、小さい者のために行うことはわたしのために

行うことになる、と教えられました。すべての人の僕となり、わたしたちのために命

を捨て、死なれたみ子のように、わたしたちにも隣り人の僕となる心をお与えくださ

い。父と聖霊とともに一体であって世々に生き支配しておられる主イエス･キリスト

によってお願いいたします。アーメン 

 

旧約聖書 イザヤ書５９章９－１９節 

 

59:9 それゆえ、公正は私たちから遠く、正義は私たちに届かない。私たちが待ち

望むのは光であるのに、見よ、闇だ。明るい光を望むのに、暗闇の中を行く。10 私

たちは目の見えない人のように壁を手で探り、目のない人のように手探りする。真昼

でも夕暮れ時のようにつまずき、活気に溢れる人々の間でも死人のようだ。11 私た

ちは皆、熊のようにうなり、鳩のように呻く。公正を待ち望むが、それは来ない。救

いを望むが、私たちからは遠い。12 私たちの背きの罪はあなたの前に多く、私たち

の罪が不利な証言をする。私たちの背きの罪は私たちと共にあり、自らの過ちを、私

たちは知っている。13 主に背いて欺き、私たちの神に背を向け、虐げと反逆を語り、

心に偽りの言葉を抱き、それを口に出す。14 公正は後ろに退けられ、正義は遠くか

なたに立つ。真実は広場でつまずき、正しいことは入ることができない。15 真理は

失われ、悪から離れた者も略奪される。主はこれを御覧になり、公正がないことを不

快に思われた。16 主は人のいないのを見、執り成す人がいないことに驚かれた。そ

こで、主はその腕で自らに勝利をもたらし、その正義でご自身を支えた。17 主は正

義を鎧として身に着け、救いの兜を頭にかぶり、報復の衣を身にまとい、妬みの上着

で身を包まれた。18 主は仕業に応じて報い、敵対する者には憤りを、敵には報復を、

島々にも報復を返される。19 西では主の名を畏れ、東では主の栄光を畏れる。、主

は激しい流れのようにやって来る。主の息吹がそれを押し流す。 

 

詩 編 第１３編 

 

１ 主よ、あなたはいつまでわたしをお忘れになるのですか∥ とこしえにみ顔を隠

されるのですか 

２ いつまでわたしは悩み苦しみ、心に痛手を受け∥いつまで敵は勝ち誇るのですか 

３ わたしの神、主よ、顧みてわたしにこたえ∥ 死の眠りに就かないように、目に

光を与えてください 

４ 「勝利はわたしのもの」と敵に言わせず∥ わたしが倒れて敵が喜ばないように

してください 

５ あなたの慈しみに寄り頼み∥ わたしは心からあなたの救いを喜ぶ 



６ 主をたたえて歌おう∥ 神は豊かに恵みを注がれた 

 

使徒書 ヘブライ人への手紙  ５章１２節―６章２、９－１２節 

 

5:12 あなたがたは、長らく教師をしていながら、神の言葉の初歩をもう一度誰か

に教えてもらわねばならず、また、固い食物ではなく、乳を必要とする始末だからで

す。13 乳を飲んでいる者は皆、幼子ですから、義の言葉を味わったことがありませ

ん。14 固い食物は、習慣によって善悪を見分ける感覚を鍛えられた、大人のための

ものです。 

6:1-2 ですから私たちは、死んだ行いの悔い改め、神への信仰、種々の洗礼(バプ

テスマ)についての教え、手を置く儀式、死者の復活、永遠の裁きといった教えを今さ

ら学び直すようなことはせず、キリストの教えの初歩を後にして、完成を目指して進

もうではありませんか。 

9 しかし、愛する人たち、こうは言うものの、私たちはあなたがたについて、もっ

と良いこと、救いに関わることがあると確信しています。10 神は不義な方ではない

ので、あなたがたの働きや、あなたがたが聖なる者たちに以前も今も仕えることによ

って、神の名のために示したあの愛をお忘れになることはありません。11 私たちは、

あなたがた一人一人が、同じ熱心さを示して、最後まで希望を持ち続けてくれるよう

願っています。12 あなたがたが怠け者とならず、信仰と忍耐とによって、約束を受

け継ぐ人たちに倣う者となるためです。 

 

福音書 マルコによる福音書 １０章４６－５２節 

 

10:46 一行はエリコに来た。イエスが弟子たちや大勢の群衆と一緒に、エリコを出

られると、ティマイの子で、バルティマイという盲人が道端に座って物乞いをしてい

た。47 ナザレのイエスだと聞くと、「ダビデの子イエスよ、私を憐れんでください」

と叫び始めた。48 多くの人々が叱りつけて黙らせようとしたが、彼はますます、「ダ

ビデの子よ、私を憐れんでください」と叫び続けた。49 イエスは立ち止まって、「あ

の人を呼んで来なさい」と言われた。人々は盲人を呼んで言った。「安心しなさい。

立ちなさい。お呼びだ。」50 盲人は上着を脱ぎ捨て、躍り上がってイエスのところ

に来た。51 イエスは、「何をしてほしいのか」と言われた。盲人は、「先生、また

見えるようになることです」と言った。52 イエスは言われた。「行きなさい。あな

たの信仰があなたを救った。」盲人はすぐ見えるようになり、なお道を進まれるイエ

スに従った。 


